
機械科３年担任 平川宣明
最終登校日前に、まさかのコロナ陽性。人生２回目の感染。ちなみに、前回は、全国的に蔓

延していた 年９月の第５波のデルタ株。本校でも多くの生徒が感染した時期だった思う。2022
今回も発熱、喉の痛み、咳、倦怠感などの症状で、自宅療養中完全隔離で身体的にも精神的に
もきつかった。病気やケガをすると、健康のありがたさにあらためて気づかされる。
松下幸之助（パナソニックの創業者）の言葉「体が資本」は、何をするにも元気な体があっ

てこそ可能、体の健康は何よりも大事だという意味である 「健康は第一の富である」は、エマ。
ーソン（アメリカの思想家・哲学者）の言葉 「人生にとって健康は目的ではない。しかし最初。
の条件である」は、武者小路実篤（白樺派の作家）の言葉。富も成功も、幸せも「健康」があ
ってこそ 「健康」こそ、何にも代えがたい財産だと言っても過言ではない。皆さんの人生が、。
「健康」の上に幸多からんことを願っています。ご卒業おめでとうございます。
電気科３年担任 野中義則
３年生の皆さん、卒業おめでとうございます。電気科 名の皆さんを、２年間担任をされた39

藤田先生より引き継いで 年が過ぎました。この 年は、皆さんの本校卒業後の進路選択のお1 1
手伝いをさせて頂いたと思っています。皆さんに年齢の近い藤田先生ならば、きっと皆さんの
思いに寄り添った指導を上手くされたのではないだろうかという迷いの日々を送りました。そ
の中で、皆さんは進路決定に真剣に取り組まれ良い結果を獲得されました。これは、自身の人
生のさらなる飛躍への第一歩となると思います。人は何らかの役割を持ってこの世に生を受け
ていると聞いたことがあります。自分の役割りを早くに理解して人生を歩む人は稀です。多く

。 、の人は役割を見つけるために人生を送っているのではないでしょうか 大切なことを見逃さず
自分の役割を果たせる生き方ができることを願っております。
土木科３年担任 本村晃一
卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。私がみなさんと関わったのはたったの１

年間でしたが、出会ったみんなのことやこの１年で起きた出来事は一生忘れないほど濃いもの
でした。環境が変われば、何が正解で何が不正解なのかがわかる。そういった経験をさせてく
れたみなさんには感謝の気持ちでいっぱいです。
さて、みなさんは、４月から就職、進学していくわけですが、これだけは肝に銘じておいて

ください 『仕事は人のために』するものだということです。自分一人が良ければいい時期は終。
。 、 。わりました 必要とされるサービスがあるから仕事があり 給料をもらうことができるのです

逆に言うと、人のため働けない人はお金をもらえません。結局、相手のことを考えて行動でき
る人がお金を稼いでいるのです。相手を思いやれる心をこれからの社会でも育み続け、幸せな
人生を送ってください。
建築科３年担任 清水千秋
「７月１９日（水）天気：晴れ、欠席２名 気付き・反省：荷物の持ち帰り今日までって言

われていよいよ夏休みって思いました。ほとんど学校ですけど休みは休みなので嬉しいです。
夏休みとか人生最後なので楽しみたいです。２、３時間目の講話、とっても暑かったです。頭
に入ってきません。体育館にエアコンほしいです。みんな就職大変そうです。就職先も決めな
いかん、製図も終わらせないかん、建築科の生徒って大変です （建築科３年学級日誌より 」。 ）
日々の暮らしの中、やらなければならないことはたくさんあります。きついことやつらいこ

。 、 、とを避けては通れません そんな生活の中にもささやかな喜びを見つけ また楽しみを味わう
それが「生きる」ということではないでしょうか。卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうござい
ます。ああ、人生って素晴らしい！と思えるには経験が必要です。四季の移ろいを感じ、いろ
んな所へ出かけ、見聞を広げ、人と出会い、感銘を受け、影響され、そして磨かれていく。ま
だまだ先は長いですね。お楽しみに！
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行事は変更することがあります。ご了承下さい。
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◎自転車スタンドの製作と贈呈
１月２２日(月)、土木科３年生の清瀨 翔さん、坂田拓巳さん、坂本倭千さん、波多愛空

さん、吉澤 蒼さん、吉田 慈さんの６名は、唐津市内の鬼塚中学校へ駐輪場自転車スタン

。 、ドを製作して贈呈しました 鬼塚中学校の駐輪場は徳須恵川に面した風の強い場所にあって

生徒達の自転車が強風で倒れるなど、大変困っているとの話を聞き、土木科３年生の課題研

究の取り組みとして３ヶ月を掛けて４８台分の自転車スタンドを製作し、設置に当たっては

鬼塚中学校の生徒の皆さんと協力して取付作業を行いました。中学生のみなさんは 「自分、

の大切な自転車を傷めずに済むようになりました」と大変喜んでいました。今後も、４年間

をかけて約２４０台分を製作し、鬼塚中学校の駐輪場に設置する予定です。

このもようは 「チャンネルからつ 「 テレビ」などで放送されました。、 」 SAGA

◎建築士会会長賞受賞
今年より建築士会から全県下の工業高校建築科で、学業、技能において顕著な成績を収め

た優秀な生徒を表彰することになり、本校生徒代表として建築科３年生、森山未桜さんが受

賞し、１月２９日(月)に、本校校長室において、佐賀県建築士会会長 小島 啓様より表彰

が行われました。森山さんは３年間成績が上位で、資格等も多く取得し、ジュニアマイスタ

ーゴールドを受賞。また、建築士会のコンペにて銀賞、専門学校のコンペで佳作。そのほか

にも地域貢献などに積極的に取り組んだことが評価され受賞につながりました。

◎令和５年度 各科・課題研究発表会
３年生の課題研究発表会が１月２３日(火)～２月２日(金)にかけて開かれました。課題研

究は週３時間の授業を使って生徒達が自分達で決めた研究テーマを自分たちだけで１年間か

けて研究したり製作したりします。今年も、各科の生徒達は、いろいろなテーマに基づき、

興味関心のあるものの研究や調査、また、工夫を凝らした作品や生活に役立つ物、地域に貢

献できる物を製作しました。発表は１、２年にも見てもらう事で発表者はプレゼンテーショ

ンのやり方を学び、また１、２年生は次に自分たちが課題研究をする時の参考になるととも

に意識付けになります。
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機械科 電気科 土木科 建築科

◎３年生クラスマッチ
３年生のクラスマッチが２月７日(水)に行われました。今回はバレーボール競技のみで実

施され、３年生は卒業を前に、学校生活最後となるクラスマッチを精一杯楽しみながらプレ

ーしていました。競技の結果は以下のとおりです。

１位：電気科３年 ２位：建築科３年 ３位：土木科３年

◎ＰＴＡによる卒業生激励会
２月８日(木)に、ＰＴＡによる卒業生激励会が実施されました。はじめに、ＰＴＡ会長の末

次智浩様から「このぼた餅のように、丸くて大きく、中身はもちもちと粘りのある人になって

下さい」との激励の言葉をいただきました。また、東福昌勝学校長から「夢と志の違いを見極

め、大きな志を持てる人になって下さい」と激励の言葉がありました。その後、ＰＴＡ役員の

方々より卒業生一人一人に、ぼた餅と飲み物が配られ、生徒達は笑顔で受け取っていました。

ぼた餅の包装紙には各科のクラスの集合写真が印刷されており、卒業生達の思い出に残る会

となりました。最後に、電気科３年青木雅斗 が生徒を代表し、これまでお世話になってきさん

た保護者への感謝の言葉と巣立ちを前にしての抱負を述べました。


